
■帯広畜産大が２年ぶりにAクラス。第１０節

第４９回北海道学生選手権は第１０節の２９日、札幌・厚別公園競技場で１部の２試合
を行い、帯広畜産大が１６－０で北星学園大を、釧路公立大が３５－０で室蘭工業大に勝
利した。１部はこの日でリーグ戦の日程を終了し、最終順位は①北海道大（５勝）②北海
学園大（４勝１敗）③帯広畜産大（３勝２敗）④釧路公立大（２勝３敗）⑤室蘭工業大
（１勝４敗）⑥北星学園大（５敗）となった。優勝の北海道大は第１４回全日本大学選手
権（甲子園ボウル）の北海道地区代表として、１１月１１日に行われる１回戦で東海地区
代表の名城大と岐阜・長良川球技メドウで対戦する。最下位の北星学園大は最終節の１１
月３日、２部優勝の東京農業大と札幌学院大グラウンドで入れ替え戦を行う。
第１試合は、帯広畜産大が１年生パワーで、２年ぶりのＡクラス復帰を決めた。第１
Ｑ、自陣４０ヤードからの最初の攻撃シリーズで、初先発のＱＢ岡田優人（１年、神奈
川・横浜東高）が落ち着いてボールを運び、Ｋも兼ねるＷＲ桂田陽向（２年、福井・若狭
高）の３１ヤードＦＧで先制。第２Ｑ１０分に先輩ＱＢの外崎智文（３年、大野農業高）
が自らの５ヤードランで加点すると、第４Ｑ８分には先発２試合目のＲＢ西山倖生（１
年、札幌光星高）が１７ヤードＴＤランで追加点を奪った。ＱＢ岡田は第２Ｑ、第４ダウ
ン８ヤードのギャンブルプレーでＱＢキープから２０ヤードのビッグランも見せた。実働
選手が１１人の北星学園大は第４ＱにＱＢ中手龍一（４年、札幌静修高）とＷＲ中田大翔
（３年、北星学園大付属高）のホットラインで敵陣１ヤードまで攻め込んだが、ＴＤを
狙ったパスがインターセプトを喫した。

帯広畜産大の玉川雄太ＨＣは「けが人対策と、来年を見据えて１年生を起用したが、期
待にこたえてくれた。来年抜けるのは１人だけ。下級生も中心選手になってくれるので、
今年のいい雰囲気を持続して２強崩しを狙いたい」と来季を見据えた。ＲＢ西山は「初め
てのＴＤ。アメフトを続けて良かった。フル出場は初めてで緊張したが、練習通りに走ろ
うと思った。来年は攻守で存在感を示したい」と笑顔を見せ、ＱＢ岡田は「先輩ＱＢの外
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崎さんもいて支えになった。第４ダウンのランは、先輩ＬＢと練習した成果を出せた。来
年はパスをバンバン投げたい」と決意していた。一方、北星学園大の北野啄夢監督は「入
れ替え戦で１部チームの意地を見せたい」と選手の奮起を求めた。
第２試合は釧路公立が攻守に圧倒した。第２Ｑ開始直後にＲＢ内海太陽（４年、江差
高）の１ヤードランで先制すると、同１１分にＱＢ山口響生（３年、札幌清田高）の５
ヤードキープで加点。第３Ｑ１分にはＬＢも兼ねるＴＥ関口翔大（４年、新潟・北越高）
が味方ＤＬがパントブロックしたボールをエンドゾーンで押さえてＴＤ。ＴＥ関口は第４
Ｑ３分に、１３ヤードＴＤパスもキャッチして攻守でＴＤの大活躍。主将のＲＢ牧野幹大
（４年、札幌藻岩高）が第４Ｑ１１分に５ヤードＴＤランで猛攻を締めくくった。室蘭工
業大は第４Ｑ、ＲＢ北村朋也（４年、釧路北陽高）のランで敵陣５ヤードまで攻め込んだ
が、ＴＤを狙ったＲＢ北村の２度のダイブを止められて、反撃機を逃した。
　釧路公立大の伊藤祐介ＨＣは「４位という成績は不満だが、チームは間違いなくス
テップアップした。北大、北海学園大
ともいい勝負ができ、収穫だらけの１
部３年目だった。ライン、ＱＢ、レシー
バーと中心選手が多数残るので、来年
もまだまだいける」と期待を込めた。
２ＴＤに加えて２インターセプトのＴ
Ｅ関口は「パントブロックは、キッキ
ングチームのリーダーとしてビデオで調
べてラッシュを続けたプレーで、自分
は押さえただけ。インターセプトも動
画でチェックして、コースが分かってい
た」と研究の成果を強調。ＲＢ牧野主
将は「ＴＤは、最後の最後に後輩たち
が花を持たせてくれた。４位は悔しい
が、来シーズンに向けた試合ができ
た。後輩たちには、届きかけた壁を越
えてほしい」とエールを送った。一方、
室蘭工業大の半沢伸太郎監督は「１部
はレベルが高い。来年も主力選手が多
数残るので、しっかり練習してリベンジ
したい」と巻き返しを決意していた。
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